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別 紙  表５－５ 外壁複合改修工法および外壁保護改修工法の一覧表 

 

新たな外壁仕上げを施す工法 既存の意匠を残せる工法

石材調仕上塗材 防水形仕上塗材

工法の概要

既存壁面にメッシュシートで補強され
た石材調シートを接着材料で張付け
る工法。

目地モルタルからの雨水の浸入等を
防ぐため既存壁面に透明塗膜を施す
ことで、既存タイル張り仕上げ外壁の
保護を目的とした工法。

短繊維混入の透明樹脂 ネットと透明樹脂

  アンカーピンタイル中央打ちタイプ：①

  アンカーピン目地打ちタイプ：②

意匠性

既存のタイル張り仕上げ外壁に対し
て，意匠上の変更を伴うが，各種の
仕上塗材塗りが選択できる。

新規仕上げを，高級感のある石材調
の仕上塗材に変更することによって，
建物外観のイメージの一新が図れ
る。天然石材の質感を再現した各種
の仕上げがある。

既存のタイル張り外壁に対して，意
匠上の変更を伴い、アクリルゴム系
の仕上塗材となる。

一般的なタイル張り外壁と同様の意
匠性が確保できる。

高級感ある石材調シートによる仕上
塗材に変更することによって，建物外
観のイメージの一新が図れる。

既存タイル張りの外観を保つことが
できる。

剥落に対する
安全性

公的な技術評価を受けた工法も多く
あり，国交省建築改修工事監理指針
にも紹介されており，信頼性が高い。

基本的には，新規仕上げを仕上塗材
とする場合と同様である。

基本的には，新規仕上げを仕上塗材
とする場合と同様である。

複合改修層を下地として、タイル張
付け用のポリマーセメントモルタルあ
るいは有機系接着剤を用いて新規の
タイル張りを行うため、新規タイル張
りの施工品質の確保が重要となる。

改修の主たる目的は外観イメージの
一新である。外壁保護効果は期待で
きる。

基本的に外壁表面の保護工法であ
り、壁面の剥落防止効果は期待でき
ない。

耐久性

新規仕上げの仕上塗材の仕様によ
る。

新規仕上げの石材調仕上塗材の仕
様による。

新規仕上げの仕上塗材の仕様によ
る。可とう性のあるアクリルゴム系塗
膜を用いるので、ひび割れ追従性に
優れるため、外壁面からの雨水浸入
の防止が期待できる。

一般的なタイル張り外壁と同様であ
る。

新規仕上げの石材調仕上塗材の仕
様による。

基本的には透明樹脂塗膜のトップ
コートの耐久性による。

作業性

複雑な外壁形状や狭小部にも容易
に対応できる。アンカーピン穿孔作業
に伴う騒音・振動の防止のために無
振動ドリル使用の検討が必要であ
る。

複雑な外壁形状や狭小部にも容易
に対応できる。アンカーピン穿孔作業
に伴う騒音・振動の防止のために無
振動ドリル使用の検討が必要であ
る。

複雑な外壁形状や狭小部にも容易
に対応できる。アンカーピン穿孔作業
に伴う騒音・振動の防止のために無
振動ドリル使用の検討が必要であ
る。

アンカーピン穿孔作業に伴う騒音・振
動の防止のために無振動ドリル使用
の検討が必要である。

シートはカッターナイフで容易に切断
できる。出隅では役物のシートを使
用することもできる。

溶剤系塗材を用いる工法では臭気
対策が必要となる。

打診による損傷

の有無
無 無 無 無 有 有 無 有

工法名

・タケモルピンネット工法
・GNSピンネット工法
・ボンドカーボピンネット工法
・インターネットカバー工法
・ネットバリヤー工法P1
・ネットバリヤー工法M2
・コンスネット工法
・アロンACCピンネット剥落防止工法

・アドグラピンネット工法
・ハマキャスト・ネットアンカー工法

・リアネットＥ工法
・外壁剥落防止JPCA工法
・アロンウォールピンネット剥落防止
工法

・ボンドカーボピンネット工法
・ネットバリヤー工法
・インターネットカバー工法

・JKセライダー工法：①
・エバーガード工法：②

・ボンド クリアピンネット工法
・ハマキャスト・クリヤーネットアンカー
工法

・グラニピエーレ ・セブンＳ工法
・クリアウォール
・SKKタイルフレッシュ工法
・アドグラ・クリアガード工法

改修後も，既存タイル張り外壁の外観を保つことができる。ただし損傷タイ
ルの張替え部，ひび割れ部，落せない汚れ等は残る。

第三者認証を取得している工法もあり、剥落に対する安全性は高まる。

基本的には透明樹脂塗膜層の耐久性による。

アンカーピン穿孔作業に伴う騒音・振動の防止のために無振動ドリル使用
の検討が必要でる。タイル目地が深目地の場合は，事前に埋め戻すことが
必要となる。溶剤系塗材を用いる工法では臭気対策が必要となる。また既
存シーリング材との接着性を検討する必要がある。

分類

改修後の
外壁仕上げ

断面構成※

アンカーピンとネット繊維を複合して用いることにより，アンカーピンによる仕上げ層の剥落防止と，ネット繊維による既存仕上げの補強効果とにより，剥
落に対する安全性を確保する工法。アンカーピンと繊維ネットにより剥落防止を行うとともに、下地作製を行い、その上に、新たな仕上塗材やタイルなど
で仕上げる。新規の仕上塗材としては、各種の仕上塗材による工法と、工法専用の仕上塗材（石材調仕上塗材や防水形仕上塗材）による工法とがあ
る。

アンカーピンと透明度の高い樹脂塗膜（繊維材料を併用）を用いることによ
り、既存タイル張り仕上げ外壁の剥落に対する安全性を確保する工法。既
存のタイル張りの意匠が残せる。

工法専用の仕上塗材

各種の仕上塗材 タイル クリア塗装 石材調シート材 クリア塗装

外壁保護改修工法外壁複合改修工法

既存の意匠を残せる工法新たな外壁仕上げを施す工法

既存ﾀｲﾙ

躯体

透明樹脂

既存ﾀｲﾙ

躯体

石材調
ｼｰﾄ材

張付け材


